
ビジュアルコミュニケーションシステム LiveOn 導入事例

「LiveOn Wearable」で基地局建設の作業を遠隔支援。
リアルタイムで作業員の安全チェック＆危険工程の確認
作業が可能に！　�現場あたり��分の短縮も実現。

利用目的

遠隔現場支援

業　種

建設・工事

社員規模

���～���名

導入前の課題

LiveOnで解決！

音声や映像が乱れると、現場と
のコミュニケーションに遅れが
生じる

現場作業員が相談する際、静止
画とメールのやり取りではタイ
ムラグが生じるり、リプレイスが
必要に

初めて使う作業員でも簡単に
扱えるツールが欲しい

●

 

●

●

クリアな音声と途切れのない
映像で、遅延ゼロのやり取りが
実現

双方が同じ映像を見ながら確
認でき、不明点をタイムリーに
解決

電源オンですぐにつながり、直
感的に操作が可能

全国��の協会との全国会議、理事会など各種会議に広く活用
主に連合会と協会間の各種会議や理事会などに広く活用している。最も接続数が多い会議は、全国
��協会と行う全国会議である。希望があれば指定の参加者以外でも傍聴できるようにしており、その
接続数は多いときで���近くになることもあるという。

リアル開催とオンライン配信を組み合わせ、情報発信をより効果的に
連合会と協会間の会議だけでなく、連合会内部でも積極的にLiveOnを活用している。例えば全役職
員向けの説明会実施時には、リアルでの開催に加えてLiveOnでも同時配信し、在宅勤務者や電話対
応などで離席ができない職員も参加できるようにしている。リアルとオンラインをうまく組み合わせる
ことで、これまでよりも広く情報発信ができるようになった。

使い勝手の良さが後押しとなり、Web会議の利用頻度がアップ
連合会ではリプレイスを機にWeb会議の導入規模を拡張し、参加者の間口を広げるとともに、同時並
行で複数の会議が開催できる環境を整えた。さらに各協会内でも要望に応じて自由にLiveOnを使え
る環境にしたことで、利用用途が広がるとともに、利用頻度も以前より高くなっている。LiveOnの操作
性の良さもその後押しになっているという。LiveOnへのリプレイスにより、課題となっていた情報共有
のスピードアップや部署間の連携強化を実現できたことは大きな成果である。

サポート工数も削減でき、利用者だけでなく運用担当者の利便性も向上
LiveOnへのリプレイスは利用者側だけでなく運用側の利便性向上にも繋がっている。それに寄与して
いるのがLiveOnの「遠隔設定変更機能」である。各協会は使用端末や環境もさまざまであるため、こ
れまでは手探りでサポートをしている状態だったという。今では各協会の設定状況を遠隔から確認・
変更ができるようになり、サポート工数の削減と利便性向上に繋がっている。

ネットワークインフラを整備し、より多様なシーンでの活用を推進
現在、連合会と各協会のネットワークは直接繋がっておらず、Web会議を行う際はVPNに接続する必
要がある。利用環境にも制約がある状態のため、今後はネットワークインフラを整え、各協会がどのよ
うな環境からでも常に利用できるネットワークを構築する予定だという。それにより、各協会での利用
ニーズに合わせた柔軟な運用が可能になるだけでなく、より多様なシーンでWeb会議を活用できる環
境を整えたいと考えている。

「安全」と「スピード」が同時に求められる基地局の設置工事
当社では通信インフラに欠かせない基地局の設置交渉から、設計、工事までを一気通貫して行ってい
ます。基地局はコンクリート柱や鉄塔型に加え、ビルやマンションの屋上に設置するケースなどさまざ
ま。用地交渉から設計、書類関係の対応管理などを当社スタッフが行い、現場の工事はパートナー企
業の作業員に担当していただいています。

�局あたりの平均工期は約�週間から��日で、多くの現場では管理側が�名、作業員が�名など少人数
で対応します。�日に��以上の現場をまわることもあり、工期も短縮化の傾向にあって作業員とのス
ピーディなやり取りが欠かせません。

当社では創業以来「安全は何よりも優先する」をモットーに、重大人身事故ゼロを継続中です。しかし、
どれだけ注意をしてもヒューマンエラーは起きてしまうものです。高所からの転倒リスクや感電、夏場
の熱中症リスクなどを回避するためにも、作業員の健康チェックと安全確認は必須です。さらなる安全
確保へ向け、現場の様子を直接見られる遠隔作業支援ツールの導入を検討していました。しかし、企
業でもよく使われている一般的なWeb会議ツールでは、音声や映像がよくフリーズするため「これでは
かえって現場の負担が増えてしまう」と導入をあきらめていたのです。

電源オンですぐに使える操作性と、遅延のない音声・映像で即決
試行錯誤を繰り返すなかで、「LiveOn Wearable」に出会いました。本部でデモンストレーションをしてい
ただいた結果、映像・音声の品質が素晴らしく、使い勝手が抜群によかったため「これなら現場にも勧め
やすい」と即決しました。説明書もいらないほど簡単で、現場作業員は電源オンをするだけ、あとは管理
側ですべてコントロールできることも導入の理由でした。

JMSには初期設定からきちんとやっていただき、アップデートなどのタイミングでもすぐにご対応いた
だけるので非常に助かっています。不具合などで問い合わせしたことは一度もありません。

導入前の課題

LiveOn選定の決め手
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「LiveOn Wearable」を導入しているのは、作業に危険工程が含まれるハイリスクな現場です。たとえ
ばすでにある基地局に新たな基地局を併設する場合、誤って既存設備に触れて感電してしまうリスク
や、停波して通信サービスが提供できなくなるリスクがあります。「LiveOn Wearable」を使えば、ひとつ
ずつの作業を間違いのないように注意喚起しながら進められるため、重要工程のチェックをさらに徹
底できるようになりました。

 

現場作業員から相談が生じた際にも、ズーム機能つきの鮮明な画像でタイムリーに確認・指示が出せ
るので助かっています。これまでは作業員がスマホのカメラで現場を撮影し、画像をメールで送って確
認していたのですが、「LiveOn Wearable」では管理者と現場が同じ映像を見ながら指示ができます。�
現場あたり��分の短縮につながりました。

�Gネットワークの時代を迎え、基地局の需要は拡大しています。スピーディな工事へのニーズは大きい
ので、より安全に、より早く作業を完了させるためにも、導入して良かったと感じています。

工事現場だけでなく、現地調査にも活用したい
現在は工事現場での活用が中心ですが、将来的には基地局設置前の「現地調査」や「設計」にも使って
みたいと考えています。ビルの上やコンクリート柱の上での調査には、�人、�人などの人数制限があり
ますし、現地に本部スタッフが同行できない場合でも、「LiveOn Wearable」で現地を見ることができれ
ば調査がスムーズになるでしょう。

我々が見てほしいポイントや、気になる点を「LiveOn Wearable」でタイムリーに確認できれば、パート
ナー企業が設計図を描く際のサポートにもなります。専門性の高い本部の管理者が、�人で複数現場
を見られれば、さらに能率のよい基本設計も可能になるでしょう。人手不足が長年の課題でもありま
すので、今後もこうしたツールで生産性を向上させていければと思います。
 

情報共有のスピードアップや部署間の連携強化が課題
全国��の信用保証協会を会員とし、日本で唯一の保証業務支援機関である一般社団法人全国信用
保証協会連合会では、オンプレミス版のLiveOnを各協会との各種会議に活用している。
新制度などへのスピード感ある対応が求められる中、連合会では情報共有のスピードアップや関係機
関との連携強化に取り組んでいる。しかし、出張ベースの会議では参加できる人数が限られるうえ、持
ち帰ってのフィードバックでは情報共有に時間が掛かる、内容が均一に伝わらない、といった課題が
あった。

Web会議の活用推進に取り組む中、既存製品がサービス終了に
そこでWeb会議の積極的な活用を推進しようとしていたところ、導入していた会議システムがサービ
ス終了となってしまったという。それを機に、連合会ならびに��の会員協会で利用するWeb会議システ
ムのリプレイス検討をスタートした。

オンプレミスで導入が可能で、かつ国産・自社開発製品であること
既存製品もオンプレミスで導入しており、クラウドに対して抵抗感を持つ協会もあることから、次の製品
もオンプレミスでの導入を前提としていた。また、安定的なサービス提供やサポート対応という観点から
も、国産もしくは自社開発にてサービス提供をしているメーカーであることも選定条件のひとつであった
という。

多様な利用環境に対応できる柔軟性の高さ
��の独立した組織と連合会で使用するという特殊な使用環境であるため、そういった環境でも問題な
く管理・運用できる仕組みがあるかどうかも重要視していた。LiveOnはライセンス体系やアカウント設
定などの機能面を含め、連合会で希望する運用と親和性が高いこともポイントとなった。

�製品を比較検討、選定の決め手は「総合力の高さ」
リプレイスにあたっては�社の製品で比較検討し、その結果LiveOnを選定した。決め手はLiveOnの「総
合力の高さ」であったという。前述のオンプレミス導入などの必須要件はもちろんのこと、LiveOnは品
質や機能、サポート面など各項目において連合会で想定していた要件を十分に満たしていた。加えて、
必須ではないが希望要件として挙げていた全参加者の映像表示ができるなど、他製品にはない付加
価値もあり、総合的な評価が非常に高かったという。

導入後の効果・感想

LiveOnを活用した今後の事業展開など

本社所在地 ： 東京都千代田区飯田橋�-�-� 
ロックビレイビル�F

資   本   金 ： �千�百万円

従業員数 ： ���名

事 業 内 容 ： 通信建設事業、営業ソリューシ
ョン事業、オンサイトサポート事
業ほか

ホームページ ： https://www.mediacreate-c.com/
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